
●直面した危機～H24年 税導入の背景
　岐阜県は、県土面積の81%が森林（全国２位）で形成される「木の国、山の国」であり、大小400以上もの河川が８つの流域を織りなす「川の
国、水の国」です。古くから、こうした岐阜県の豊かな森林・清らかな川は、私たちの暮らしに大きな役割を果たし、また多くの恵みを与えてき
ました。
　しかしながら、平成24年以前は、適切に管理されず荒廃した森林や、野生鳥獣による農作物被害の増加、外来生物の繁殖、水環境の悪化など
が大きな問題となっていました。
　そして、これらの問題を放置した場合、私たちの安全・
安心な生活環境が失われるとともに、地球温暖化や生物
多様性の損失など、地球規模の環境にも悪影響が懸念さ
れる危機的な状況に直面していました。

●危機への対応～
　自然環境の保全・再生の取組み強化
　喫緊の課題である地球環境の保全にも応えながら、本
県のアイデンティティである「清流」を守り育て、緑豊か
な「清流の国ぎふ」づくりを県民協働で推進しなければな
らないとの気運が高まりました。
　本県の恵まれた自然環境を保全・再生し、森林や河川の
持つ公益的機能をより高める取組みを早急、かつ、確実に
進めて、森林や河川は県民の共有財産であるという認識
のもと、これらの持つ公益的機能を県民が将来にわたり
享受できるよう、平成24年度に『清流の国ぎふ森林・環境
税』を導入し、平成29年度から令和３年度までの５年間は
第２期として、自然環境の保全・再生を県民全体で支えて
いく取組みを進めてきました。

岐阜県の森林・環境を取り巻く状況を踏まえ、
『清流の国ぎふ森林・環境税』を活用した取組みを推進

平成29～令和３年度（第２期）の
『清流の国ぎふ森林・環境税』を活用した取組み
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※目標、実績はいずれもＨ29～Ｒ２年度、４年間の数値です。

奥山林等の
　　間伐の推進

里山林の整備
（危険木の除去）

目標：10,400ha
実績：7,075ha（68％達成）

野生鳥獣対策
（ニホンジカの捕獲）

県民参加による
河川清掃

林内の未利用材
搬出支援

NPO等の環境保全
活動への支援

※整備により、林内に光が入り
やすくなるなど、森林環境の
改善が図られています。

目標：160箇所
実績：356箇所（223％達成）
※倒木の恐れのある危険木の除
去を行い、生活環境の保全を
図りました。

目標：30,000頭
実績：21,637頭（72％達成）
※年間15,000頭の捕獲が必要と
される中、狩猟等の手法も含
め、シカの個体数調整に貢献
しています。

目標：68河川
実績：68河川（100％達成）
※上下流域が連携して河川清掃
活動に取り組むことにより、
県民の河川環境保全意識の向
上を図りました。

目標：16,200t　
実績：15,743t（97％達成）
※搬出した未利用材が、ボイ
ラーの燃料として利用される
など、エネルギーの地域内循
環にも貢献しました。

目標：160件　
実績：216件（135％達成）
※県内のNPO等が自ら企画・立
案・実行する創意工夫を凝ら
した森づくり・川づくりの活
動が進みました。

緑豊かな「清流の国ぎふ」づくり

『清流の国ぎふ森林・環境税』を財源として、取組みを強力に推進

公益的機能の維持・向上

さまざまな公益的機能
豊かな水を育み
洪水を和らげます

多様な生物を
育みます

安らぎ、潤いを与える
生活空間です

地球温暖化を
防ぎます

豊かな森づくり 清らかな川づくり

人づくり・仕組みづくり

自然環境を保全・再生し、これらの持つ公益的機能を高める取組み

自然環境の保全・再生を県民全体で支えていく取組み

森のない場所

森のある場所

災害（土砂崩れ）を
防ぎます

取組みの
方向性

効 果


